
4
2015

No.327No.327平成27年年平成27年

第
六
十
四
回 

通
常
総
会
開
催
�

地
域
の
揺
る
が
な
い
地
盤
を
作
る
為
の
活
動
を
�

久
保
部
長
の
熱
き
想
い
を
鹿
野
部
長
へバ
ト
ン
タ
ッ
チ
�

久保部長による
開会挨拶

安田根室地区青協会長よりご祝辞
「計根別の活躍は地区青協でも大きい。
継続して地区青協事業に協力をお願いしたい。」

議長を務めて頂いた
南部支部の蛭田健太郎さん

西塚組合長よりご祝辞
「地域を担う立場として、生産基盤を

維持して頂きたい。」

新三役の面々です。
これからの活躍に期待です
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表
紙
で
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、

計
根
別
農
協
青
年
部
第
64
回
通
常
総

会
を
４
月
13
日
（
月
）
に
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
久
保
部
長
よ
り

「
多
く
の
活
動
で
他
組
織
と
の
関
わ

り
も
持
て
た
一
年
で
あ
っ
た
。
青
年

部
と
し
て
は
、
様
々
な
活
動
の
も
と
、

ど
ん
な
社
会
情
勢
に
な
ろ
う
と
も
揺

る
が
な
い
基
盤
を
作
っ
て
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
に
は
多
く
の
来
賓
の

方
々
が
ご
出
席
下
さ
り
、
西
塚
組
合

長
よ
り
「
青
年
部
は
組
織
の
大
切
さ
、

自
分
が
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
を
学
べ
る
場
。
自
分
の
経
営
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
こ
と
も
考
え
な

が
ら
、
地
域
を
担
う
立
場
と
し
て
、

新
し
い
発
想
で
生
産
基
盤
を
維
持
し

て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
を
頂

き
、
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協
の
安
田
会

長
か
ら
は
「
根
室
地
区
青
協
の
事
業

で
も
計
根
別
の
活
躍
は
大
き
く
、
普

段
の
活
発
な
活
動
の
成
果
が
実
を
結

ん
で
い
る
。
継
続
し
て
地
区
青
協
事

業
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
南
部
支
部
の
蛭
田
健
太

郎
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な

議
事
進
行
に
よ
り
、
全
議
案
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
久

保
部
長
よ
り
鹿
野
部
長
へ
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
開
催
�

第
六
十
四
回

乳
質
改
善
共
励
会

　
体
細
胞
の
部

　

第
一
位　

南
部
支
部

　
生
菌
数
の
部

　

第
一
位　

西
部
支
部

新
三
役

　

部　

長　

鹿　

野　

亮　

平

　

副
部
長　

唐　

崎　

幸　

道

　

副
部
長　

株　

田　

悠　

介

　

監　

事　

桜　

井　

拓　

矢

　

監　

事　

西　

塚　

知　

也

平
成
27
年
度
新
役
員

　

会　

長　

齋
藤　

和
弘
（
釧
路
・
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
）

　

副
会
長　

東
出　

敏
幸
（
空
知
・
Ｊ
Ａ
月
形
町
）

　

副
会
長　

渡
邊　

基
樹
（
後
志
・
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
）

　

副
会
長　

西
田　
　

尚
（
根
室
・
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
）

　

監　

事　

関
口　

真
也
（
宗
谷
・
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
）

　

監　

事　

前
田　

幹
夫
（
十
勝
・
Ｊ
Ａ
帯
広
か
わ
に
し
）

　

新
任
の
挨
拶
で
鹿
野
部
長
は
「
自

分
は
こ
う
い
っ
た
役
は
不
慣
れ

で
、
う
ま
く
で
き
る
か
不
安
で
す
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
他
の
三
役
４
名
と

協
力
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。」
と

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

閉
会
に
当
た
っ
て
久
保
部
長
は

「
多
く
の
活
動
で
青
年
部
の
力
に
支

え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
。
や
れ

ば
で
き
る
と
い
う
気
持
ち
で
言
い
っ

ぱ
な
し
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
考

え
て
行
動
す
る
と
い
う
事
を
大
切
に

し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
退
任
の
挨
拶
を
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
新
体
制
の
青
年
部
へ
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。　
　
《
事
務
局　

吉
田
係
》

平成27年度スローガン『Exciting Innovation ～力強い農業へ�～』�
年間活動テーマ『みんなで守ろう“食”と“農”』�

　

平
成
27
年
４
月
７

日
（
火
）
に
Ｊ
Ａ
道

青
協
の
第
64
回
定
期

総
会
が
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
札
幌
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
３
０
０

人
を
超
え
る
全
道
各

地
の
盟
友
が
集
ま
り
、

多
く
の
意
見
や
要
望

が
挙
げ
ら
れ
、
全
議

案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
年
度

よ
り
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
『E

xciting　

Innovation　

～
力

強
い
農
業
へ
！
～
』、

年
間
活
動
テ
ー
マ
を

『
み
ん
な
で
守
ろ
う
”

食
”
と
”
農
”』
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
熱
い
青
年
部
活
動

が
展
開
さ
れ
る
実
感
を
得
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
こ
の
度
新
役
員
と
な
っ
た
皆
様
に

は
前
役
員
に
続
き
、
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

《
久
保　

拡
伸
》

北海道農協青年部連絡協議会 第64回 定期総会

根釧から2名もの代表が出てくれています！
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松 田　陽 向 ちゃん
松田 孝夫さん（東計根別）

香水屋さん

後 藤　叶 多 君
後藤　順さん（西上標津）
ハーベスターの運転手

松 永　怜 也 君
松永 慎一さん（中計根別）

野球選手

小 西　涼太郎 君
小西 恵美さん（共進）

野球選手

中 澤　瑞 樹 君
中澤 憲一さん（上養老牛）

除雪車の運転手

中 村　煌太郎 君
中村 正博さん（旭新養老牛）

酪農家

伊 藤　夢 夏 ちゃん
伊藤 利文さん（中計根別）

パティシエ

菊 地　帆 愛 ちゃん
菊地 友徳さん（大麻）

宇宙飛行士

岡 田　真 衣 ちゃん
岡田 好正さん（西竹）

レストラン

山 本　瑞 稀 君
山本めぐみさん（酪進）

大工さん

尾之内　　昴 君
尾之内恒星さん（西計根別）

トラクターの運転手

（組合員・職員の同居家族）ピカピカの１年生

計根別小学校

大きくなったら何になりたいですか？

上春別小学校上西春別小学校
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ジュニア通常総会開催�子どもたちが元気に事業報告�
　

12
名
の
会
員
と
９
名
の
父
母
が
出
席

し
、
第
27
回
計
根
別
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
通
常
総
会
が
４
月
２
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
佐
藤
参
事
、
中
標
津
町
役
場

の
西
村
穣
経
済
部
部
長
よ
り
祝
辞
を
頂

き
、
来
賓
と
し
て
普
及
セ
ン
タ
ー
北
根

室
支
所
の
平
林
清
美
氏
、
根
室
生
産
農

業
協
同
組
合
連
合
会
の
大
石
昭
彦
氏
、

計
根
別
乳
牛
改
良
連
合
会
の
漆
原
俊
之

会
長
、
青
年
部
の
久
保
拡
伸
部
長
、
女

性
部
の
味
元
玲
子
副
部
長
に
も
出
席
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
子
供
達
で
分
担
し
て
事
業

報
告
を
行
い
、
緊
張
し
な
が
ら
も
大
勢

の
前
で
発
表
出
来
て
良
い
機
会
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り

ジ
ュ
ニ
ア
会
長
に
岡
崎
嵩
耶
君
、
副
会

長
に
相
沢
元
希
君
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
年
度
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
体
験
や
、
コ
ー
ン
・
さ
つ

ま
い
も
の
苗
植
え
か
ら
収
穫
、
加
工
、

試
食
ま
で
を
行
な
い
ま
す
。
更
に
、
近

隣
Ｊ
Ａ
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
根
釧
合
同
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
全
道
共
進
会
の
会
場

で
行
わ
れ
る
酪
農
教
室
の
参
加
、
親
子

交
流
親
睦
会
な
ど
盛
ん
な
活
動
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

金
融
窓
口
に
昨
年
度
の
活
動
を
パ
ネ

ル
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧

下
さ
い
。
又
、
新
し
い
仲
間
も
随
時
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
酪
農
課　

中

條
・
外
舘
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
《
事
務
局　

外
舘
係
》

総会終了後、みんなで26年の活動パネル作り

来賓の方々

副議長を務めた岡崎嵩耶君

ジュニア会長
松本洸太君の挨拶

大きな声で事業報告

佐藤参事より挨拶
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ジュニア
体験学習会
開催�

4/11

　

友
達
同
士
や
新
１
年
生
に
な
っ

た
子
を
事
前
に
誘
い
合
っ
て
、
当

日
は
会
員
を
含
む
子
供
22
名
、
大

人
７
名
が
参
加
し
計
根
別
ジ
ュ
ニ

ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
体
験
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ソ
ー

セ
ー
ジ
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り

体
験
を
中
標
津
町
畜
産
食
品
加
工

研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

手
作
り
の
ア
イ
ス
は
一
層
お
い
し

く
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た

ソ
ー
セ
ー
ジ
は
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ

ア
に
て
提
供
す
る
予
定
で
す
。
み

ん
な
が
今
後
は
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
し
て
参

加
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
！《
事
務
局　

外
舘
係
》

会
員

 

募
集
中

午前10時スタート！

豚肉を機械でミンチに

ミンチを別の機械へ

羊の腸に肉を詰める

みんなで協力！ソーセージのできあがり！

次はアイスクリーム作り
協力していっぱいまわしたよ！



通常総会
　

平
成
27
年
３
月
25
日
（
水
）
当
Ｊ

Ａ
二
階
に
て
「
第
59
回
Ｊ
Ａ
計
根
別

女
性
部
通
常
総
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
賓
、
女
性
部
員
37
名
が
出
席

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

信
夫
副
部
長
の
司
会
の
も
と
、
議

長
に
は
大
成
の
石
毛
睦
美
さ
ん
が
選

出
さ
れ
、
総
会
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
ま
し
た
。
三
役
・
事
務
局
か
ら
平

成
26
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
役
員
改
選
に
よ
り
、
枠
内
の

方
々
が
新
役
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
部
員
研
修
会
が

　

平
成
27
年
３
月
26
日
（
木
）
根
室
農

業
会
館
に
て
第
59
回
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女

性
協
議
会
通
常
総
会
と
部
員
研
修
会
が

行
わ
れ
当
Ｊ
Ａ
か
ら
代
議
員
と
し
て
５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
部
員
研
修
会
で
は
、

七
月
の
ミ
ラ
ノ
万
博
へ
出
展
す
る
折
り

鶴
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
折
り
鶴
は

東
日
本
大
震
災
で
お
世
話
に
な
っ
た
世

界
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
や
日
本
の
こ
と

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
全
国

の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
様
子
は
万
博
会
場
内
で
紹

介
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
海
外
農
業
視
察
研
修
に
参
加

し
た
当
Ｊ
Ａ
の
長
谷
川
希
美
さ
ん
の
報

告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
市

場
や
酪
農
家
の
話
か
ら
ご
飯
の
話
ま
で
、

会
場
の
皆
さ
ん
を
魅
了
す
る
発
表
で
し

た
。
参
加
さ
れ
た
代
議
員
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。《

事
務
局　

中
野
係
》

第59回

開
催
さ
れ
、
長
谷
川
部
長
か
ら
海
外

農
業
視
察
研
修
の
報
告
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
悪
天
候
の
中
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。
そ
し
て
副
部
長
を
務
め

て
頂
い
た
信
夫
さ
ん
、
監
事
を
務
め

て
頂
い
た
大
友
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。　
《
事
務
局　

中
野
係
》

JA計根別女性部

6

JA根室地区女性協議会通常総会第59回

議事進行の様子

綱領朗唱

「海外では日本食が恋しかった…」との感想も

26年度三役のみなさん

司会進行の信夫さん

新役員

折り鶴に想いを込めて…

代議員、お疲れ様です！

世界の皆さんへ「ありがとう！」の笑顔

平
成
27
年
度
新
三
役

　

部　

長　

長
谷
川
希
美（
西　

竹
）

　

副
部
長　

味
元　

玲
子（
養
老
牛
）

　

副
部
長　

相
澤　

舞
子（
本　

別
）

　

監　

事　

本
田
三
千
代（
計
根
別
）

　

監　

事　

松
田
あ
ゆ
み（
計
根
別
）

平
成
27
年
度
新
役
員

　

会　

長　

畠
山　

友
子

（
Ｊ
Ａ
中
春
別
）

　

副
会
長　

大
内　

洋
子

　
　
（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ

　
　

西
春
別
支
部
）

　

副
会
長　

長
谷
川
希
美

（
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
）

　

監　

事　

斉
藤　

道
子

（
Ｊ
Ａ
中
春
別
）

　

監　

事　

藤
井
直
雄
美

（
Ｊ
Ａ
中
標
津
）
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育
成
預
託
の
需
要
の
高
ま
り
や
、
育

成
セ
ン
タ
ー
建
設
の
構
想
を
し
て
い
る

組
合
員
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計

根
別
乳
牛
改
良
連
合
会
は
釧
路
管
内
の

優
良
な
近
隣
牧
場
の
視
察
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
４
月
９
日（
木
）、
22
名

が
参
加
し
育
成
預
託
を
行
っ
て
い
る

（
株
）
虹
別
牧
場
に
て
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

㈱
虹
別
牧
場
視
察

乳
改
連

　

現
在
１
，
５
０
０
頭
の
育
成
預
託
を

行
っ
て
い
る
（
株
）
虹
別
牧
場
は
、
道

内
限
ら
ず
東
北
・
関
東
・
四
国
な
ど
幅

広
く
預
託
依
頼
を
受
け
て
お
り
、
預
託

牛
は
生
後
３
か
月
齢
か
ら
預
か
り
、
受

胎
さ
せ
て
分
娩
前
（
概
ね
20
か
月
齢
）

に
返
却
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
飼
養
管

理
で
は
月
齢
ご
と
に
牛
舎
を
分
け
、
一

牛
舎
は
３
０
０
頭
位
を
２
、３
人
で
管

理
し
て
い
ま
し
た
。
各
牛
舎
を
見

学
し
な
が
ら
、
牛
舎
の
構
造
や
人

材
募
集
の
方
法
、
粗
飼
料
供
給
お

よ
び
牧
場
設
立
ま
で
の
道
の
り
等

の
説
明
を
会
員
は
真
剣
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。
案
内
し
て
頂
い
た
牧

場
内
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
加
藤

氏
よ
り
、
今
後
の
意
気
込
み
と
し

て
「
頭
数
の
増
加
に
よ
り
様
々
な

課
題
が
湧
い
て
く
る
が
そ
れ
ら
を

達
成
し
、
個
人
預
託
で
日
本
一
を

目
指
し
て
事
業
を
今
後
も
展
開
し

て
い
き
た
い
」
と
熱
意
あ
ふ
れ
る

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、

育
成
預
託
は
飼
料
基
盤
・
飼
養
管

理
労
働
の
節
減
・
飼
養
頭
数
規
模

の
拡
大
な
ど
が
期
待
で
き
、
今
後

の
酪
農
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
位

置
づ
け
と
な
っ
て
い
く
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

《
販
売
部
酪
農
課　

小
林
係
》
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● ● ●  新採用職員紹介  ● ● ●

販売部 生産センター

倉内　宏樹

総務部 総務電算課 経理電算係

石田　真紀

販売部 酪農課 酪農係

小笠原佑太

金融共済部 金融課 金融係

玄　恵利華

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合
販

売
部　

畜
産
販
売
課
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
倉
内
宏
樹
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
以
前
他
の
育
成
セ
ン
タ
ー
で
働

い
て
い
ま
し
た
。
牛
の
世
話
を
し
て
い

る
う
ち
に
、
原
点
は
哺
育
時
期
だ
と
思

い
探
し
て
い
た
ら
、
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
育

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合
総

務
部　

電
算
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た

石
田
真
紀
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
計
根
別
農
協
で
昨
年
の
夏
に
三

週
間
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
で
は
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、

ま
た
、
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
三
月
に
農
協
学
校
を
卒
業

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合
販

売
部　

酪
農
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た

小
笠
原
佑
太
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
夏
に
二
週
間
、
三
月

十
二
日
か
ら
約
三
週
間
研
修
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
優
し
く
ご

指
導
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合
金

融
共
済
部　

金
融
課
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
玄
恵
利
華
と
申
し
ま
す
。

　

三
月
に
別
海
高
等
学
校
普
通
科
を
卒

業
し
ま
し
た
。
私
の
実
家
は
酪
農
業
を

営
ん
で
い
ま
す
。
十
八
年
間
の
仕
事
の

お
手
伝
い
で
得
た
知
識
と
、
高
校
生
活

三
年
間
で
学
ん
だ
簿
記
や
情
報
処
理
の

成
セ
ン
タ
ー
が
哺
育
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
知
り
、
ご
縁
が
あ
り
昨
年
か

ら
パ
ー
ト
と
し
て
、
働
か
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
今
年
四
月
一
日
よ
り
臨
時
従

業
員
と
し
て
心
機
一
転
心
を
入
れ
替
え

て
、
組
合
員
の
皆
様
の
為
に
よ
り
良
い

牛
作
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
皆
様
の
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
農
協
に
つ
い
て
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
来
ま
し
た
が
、
講

義
と
実
際
の
現
場
で
の
大
き
な
違
い
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
戸
惑
う
ば
か
り

の
私
に
、
優
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
る

職
場
の
皆
様
に
は
、
日
々
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

元
々
の
出
身
が
別
海
町
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
計
根
別
で
の
新
生
活
は
慣
れ

な
い
一
人
暮
ら
し
に
不
安
の
思
い
も
あ

り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
こ
の
土
地

に
慣
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
未
熟
者
で
す

が
、
少
し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
組

合
員
の
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

私
は
三
月
に
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業

し
、
農
協
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
在
学
中
に
人
工
授
精
師

の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

農
協
職
員
と
し
て
、
授
精
師
と
し
て

沢
山
の
事
を
学
び
、
一
日
も
早
く
一
人

前
の
授
精
師
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
、

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
人
材
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
経
験
す
る
こ
と
が
と
て
も
多

い
私
で
す
が
、
皆
様
の
ご
指
導
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

知
識
を
仕
事
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
組
以
来
先
輩
方
に
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
学
生

の
頃
と
は
全
く
違
っ
た
経
験
の
連
続

で
、
毎
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
仕
事
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
や
る
気
だ
け
は
人
一

倍
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
仕
事
に
慣

れ
、
明
る
く
笑
顔
で
接
客
す
る
よ
う
心

が
け
て
毎
日
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
ど
う
か
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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● ● ●  退職のあいさつ  ● ● ●

購買部 資材生活課 資材係

田渕　弘行

販売部 畜産販売課 畜産販売係

三浦　なな

購買部 資材生活課 生活係
（嘱託職員）
中島　　昇

購買部 資材生活課 資材係

仲谷　鮎美

　

こ
の
度
三
月
三
十
一
日
を
以
て
退
職

致
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
の
四
月
に
奉
職
し
て

ス
タ
ン
ド
十
五
年
、
販
売
十
四
年
、
資

材
八
年
と
四
十
一
年
間
、
組
合
員
の
皆

様
や
職
員
の
皆
様
、
又
、
ホ
ク
レ
ン
、

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
計
根
別

農
業
協
同
組
合
販
売
部　

畜
産
販
売
課

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
三
浦
な
な
と
申

し
ま
す
。
私
は
中
標
津
農
業
高
等
学
校

を
卒
業
し
ま
し
た
。
高
校
三
年
間
を
過

ご
し
た
計
根
別
の
地
で
働
け
る
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
三
月
上
旬
に
一
週
間
ほ
ど
計
根

別
農
協
の
各
部
署
で
研
修
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
三
月
十
六
日
か
ら
は
江
別
の
Ｊ

Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
十
一
日
間
の
新
人
研
修

　

こ
の
度
三
月
三
十
一
日
を
以
て
退
職

致
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
三
年
七
月
に
奉
職
し
て
以

来
、
購
買
部
、
販
売
部
、
金
融
共
済
、

平
成
二
十
五
年
に
定
年
退
職
後
も
嘱
託

職
員
と
し
て
購
買
部
で
二
年
間
、
あ
わ

　

は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
度
、
計
根
別

農
業
協
同
組
合
購
買
部　

資
材
生
活
課

　

資
材
係
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
仲
谷

鮎
美
と
申
し
ま
す
。
私
は
三
月
に
北
海

道
中
標
津
高
等
学
校　

商
業
科
を
卒
業

し
ま
し
た
。
三
月
十
七
日
～
二
十
七
日

の
十
一
日
間
江
別
の
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
へ

機
械
セ
ン
タ
ー
、
各
問
屋
の
皆
様
、
最

後
と
な
り
ま
し
た
が
広
域
運
輸
の
皆
様

方
に
は
、
お
世
話
に
な
り
四
十
一
年
間

の
職
を
全
う
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
事

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
後
も
資
材
の
方
で
パ
ー
ト

と
し
て
お
世
話
に
な
る
事
と
成
り
ま
し

た
の
で
、
今
ま
で
通
り
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
研
修
で
は
多
く

の
方
に
お
世
話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

畜
産
販
売
課
に
配
属
と
い
う
こ
と
で
、

高
校
時
代
は
主
に
食
品
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
た
め
、
酪
農
に
つ
い
て
の
知
識

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
輩
職

員
の
姿
を
見
な
が
ら
少
し
で
も
早
く
仕

事
を
覚
え
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

高
校
生
の
時
に
取
得
し
た
情
報
処
理
な

ど
の
資
格
を
仕
事
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
一
日
で

も
早
く
組
合
員
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
覚

え
て
、
計
根
別
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

様
々
な
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
持
ち
前
の
明

る
さ
を
活
か
し
て
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

せ
ま
し
て
三
十
六
年
九
ヵ
月
間
勤
め
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
ご
厚
情
に
よ
り
こ
う
し
て

長
き
に
亘
り
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
事
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

研
修
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
た

り
こ
れ
か
ら
役
立
つ
こ
と
を
た
く
さ
ん

学
べ
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
は
、
購
買
部
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
先
輩
職
員
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
れ

る
よ
う
に
一
生
懸
命
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

たいへんお世話になりました！
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総　　会

理 事 会監 事 会

組 合 長

企画会議

理事兼務参事

購 買 委 員 会
販 売 委 員 会
総務企画委員会

バルククーラー
管理運営委員会

監 査 室

営　農　部 金融共済部販　売　部購　買　部 総　務　部

総
務
電
算
課

審　

査　

課

金　

融　

課

共　

済　

課

営
農
支
援
課

営
農
振
興
課

営
農
企
画
課

基
盤
強
化
対
策
課

畜
産
販
売
課

生
産
セ
ン
タ
ー

生
乳
販
売
課

酪　

農　

課

資
材
生
活
課

燃
料
部
品
課

総　

務　

係

経
理
電
算
係

審　

査　

係

金　

融　

係

共　

済　

係

営
農
相
談
係

営
農
振
興
係

生
産
企
画
係

組
織
広
報
係

基
盤
強
化
対
策
係

畜
産
販
売
係

生
産
セ
ン
タ
ー
係

生
乳
販
売
係

酪　

農　

係

資　

材　

係

生　

活　

係

燃
料
部
品
係

JAけねべつ
機構改革 西塚　秀夫

佐藤　良文

部長　谷川　好則 部長　中瀬　　満

係
長
課
長
兼
務　

係　

羽
田　

依
世

   係
長
課
長
兼
務　

係　

成
戸　

道
典
・
佐
藤　

愛
里
・
石
田　

真
紀
（
試
用
職
員
）

   係
長
課
長
兼
務　

係　

深
瀬　
　

望

係
長
部
長
兼
務　

係　

渡
辺
お
り
絵
・
高
橋
久
美
子
・
福
本　

留
未
・
須
貝　

侑
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
茉
梨
奈
・
玄　

恵
利
華
（
試
用
職
員
）

係
長
課
長
兼
務　

係　

白
幡　

明
大
・
石
神
亜
希
子
・
片
岡　

尚
子

係
長
課
長
兼
務　

係　

吉
田　

和
弘
・
渡
辺　

礼
南

係
長
課
長
兼
務　
　

係
長
課
長
兼
務

   係
長
課
長
兼
務　

係　

中
野
あ
ず
さ

係
長
課
長
兼
務

係
長
課
長
兼
務　

係　

筒
井　

悌
紀
・
大
槻　

勝
一
・
三
浦　

な
な
（
試
用
職
員
） 

   係
長
セ
ン
タ
ー
長
兼
務　

係　

須
藤　
　

功
・
喜
来　
　

実
・
倉
内　

宏
樹
（
臨
時
職
員
）

係
長
主
幹
兼
務　

係　

石
川　

将
貴

係　
　
　
　

長　

佐
々
木　

完　
係　

星
野　

洋
平
・
小
林　

央
知
・
森
脇　

拓
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

美
幸
・
中
條　

匡
晃
・
田
村　

慎
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
舘　

翔
太
・
斎
藤　

有
利
・
小
笠
原
佑
太
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

堀
田　

秀
哉　
係　

倉
田　

瑠
美
・
仲
谷　

鮎
美
（
試
用
職
員
）

   係　
　
　
　

長　

中
野　
　

庶
（
店
長
兼
務
）　

係　

小
高　

亜
季

   係
長
主
幹
兼
務　

係　

玉
置　

博
斗
・
森
田　

優
美
（
臨
時
職
員
）

組織機構図及び
職員配置図
平成27年４月１日現在

理事兼務
部長　佐々木照弘

部長　松岡　幸樹部長　須崎　　徹

男子職員　40名
女子職員　20名
合　計 　60名

※ 太字 は４月１日付異動及び配属

課
長　

蛎
崎　

康
夫

課
長 

総
務
電
算
課
長
兼
務

課
長　

川
目　
　

聡

課
長 

金
融
課
長
兼
務

課
長　

金
野　

智
樹

課
長　

熊
谷　

昌
仙

課
長　

深
見　
　

亮

課
長　

川
目　
　

剛

課
長　

大
矢
根
裕
辞

セ
ン
タ
ー
長　

大
友　

賢
治

課
長　

高
橋　

英
穂

主
幹　

藤
田　

恒
久

課
長　

萱
岡　
　

智

課
長　

佐
藤　

厚
柱

主
幹　

太
田　
　

孝

課
長
金
融
課
長
兼
務

課
長

川
目

聡

石
田

真
紀
（
試
用
職
員
）

玄

恵
利
華
（
試
用
職
員
）

三
浦

な
な
（
試
用
職
員
）

倉
内

宏
樹
（
臨
時
職
員
）

小
笠
原
佑
太
（
試
用
職
員
）

仲
谷

鮎
美
（
試
用
職
員
）

小
高

亜
季

太字 

室長(兼)総務部長
室長(兼)総務電算課長
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2015年
恒例の
2015年
恒例の

1616

　

農
協
駐
車
場
の
奥
に
は
残
雪
が
あ
り
、
大

変
寒
い
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
多
く
の
お

客
様
方
が
園
芸
資
材
・
肥
料
等
を
求
め
来
場

さ
れ
ま
し
た
。
目
玉
商
品
の
新
鮮
た
ま
ご
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
完
売
し
、
そ
の
他
お
買
い
得

商
品
や
酪
農
用
品
も
好
評
で
し
た
。

　

当
初
は
曇
時
々
雨
の
予
報
で
し
た
が
、
何

と
か
雨
に
も
あ
た
ら
ず
、
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
《
購
買
部
》

春の園芸市
4/15
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平成27年度 中標津町営牧場夏期放牧希望牛の取りまとめについて

６月１日は自動車税の納期限です

■詳しい内容・お問い合わせは
役場農林課畜産係…電話７３－３１１１（内線373）
開陽台牧場…………電話７４－２２６８

問い合わせ先 納税に関するご相談は、　根室振興局　地域政策部　税務課納税係　　
☎（0153）２４－５４６６（税務課納税係直通）

　下記のとおり開陽台牧場の入牧を予定して
おりますので、放牧を希望される方は、町農
林課畜産係又は、町営牧場までご連絡願いま
す。

1.受入牧場　中標津町営牧場（開陽台牧場）
2.受入期間　平成27年５月下旬～
　　　　　　　　　　　　　10月下旬まで
3.利用料金　右記のとおり
4.そ の 他　�ご連絡後、詳しい案内を送付

します。

　自動車税は、４月１日現在で運輸支局に登録されている自動車の名義人（所有者）にかかる税金です。
今年の納期限は６月１日です。
　また、納めた時の「納税証明書」は車検時に必要になります。車検証と一緒に大切に保管しましょう。

※別途、入牧手数料（500円／頭）が必要となります。
※受精卵移植捕獲手数料（2,500円／頭：希望牛のみ）

区　　　分 利用料金 備 　 考
６か月齢以上の牛（育成） ２２５円 １日につき（税抜）
人工及び受精卵移植希望牛 ２５８円 １日につき（税抜）
妊　　 娠 　　牛 ２５８円 １日につき（税抜）

農業者年金を
受給されている皆さまへ

 現況届の用紙が届くのはいつ？
　５月末日頃に直接受給権者ご本人あてに農業者年金基金から送付されます。
 現況届の提出はいつ？   ６月30日までに農業委員会に提出してください。
 現況届の提出を忘れたら？  11月支給分から年金の支払いが差し止めになります。
　①経営移譲年金・特例付加年金を受給している方
　受給権者ご本人が、農地等を取得するなどして農業を再開していないこと（初めて現況届を提出され
る方の場合は、農業所得の申告などの諸名義が経営移譲の相手方に変更していること）などをお確かめ
のうえ、現況届に署名・記入して６月30日までに農業委員会に提出し内容の確認を受けてください。
　②農業者老齢年金を受給している方
　受給権者ご本人が、現況届に署名・記入して６月30日までに農業委員会に提出してください。
＊�上記①または②において、受給権者ご本人が署名・記入することが困難な場合は、代理人（親族等）
が署名・記入をしてください。
＊現況届は、農業委員会のほか、役場の各支所・連絡事務所へ提出して頂いても結構です。

現況届は、年金を受給するために
必要な毎年の手続きです。

現況届は
忘れずに提出を!
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保健センターです。
おじゃまします�

　

日
常
生
活
の
中
で
一
日
一
回
は
土
を
踏
む
、
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
、
こ
ん
な
こ
と
は
あ
た
り
前
で
す
よ
ね
。

　

十
三
年
前
ま
で
東
京
の
ど
真
ん
中
で
生
活
し
て
い
た
私

に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
あ
た
り
前
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
都
会
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
歩
け
ば
、
靴

も
汚
れ
ず
、
ほ
こ
り
を
舞
い
上
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
ド
ア
を
開
け
、
駅
ま
で
歩
き
、
電
車
を
乗

り
継
ぎ
職
場
に
向
か
う
、
そ
の
間
一
切
土
の
上
を
歩
か
な

い
の
が
便
利
な
生
活
だ
と
誰
も
が
疑
わ
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し
私
は
、
土
を
踏
ま
な
い
生
活
が
と
て
も
人
間
ら

し
い
も
の
だ
と
思
え
な
く
な
り
、
北
海
道
に
移
住
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
都
会
人
か
ら
し
た
ら
異
端
か
も
し
れ
ま
せ

ＪＡの広報誌におじゃまさせていただくこ
とになりました別海町民保健センターです。
　定期的に健康情報を発信していきます。初回
は帯広厚生病院　健康管理科　主任部長（医学
博士）新　智文先生の記事です。

「
あ
た
り
前
」

ん
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
日
の
生
活
は
、
土
を
踏
む
か
ど
う
か
だ
け
で
な
く
、

こ
の
「
あ
た
り
前
」
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
い
る

の
で
す
。
つ
ま
り
私
た
ち
は
「
あ
た
り
前
」
と
い
う
習
慣

の
中
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
習
慣
に
は
良
い
こ
と

も
悪
い
こ
と
も
混
在
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
こ
と
は
、
自

分
で
は
見
え
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

　

あ
た
り
前
で
あ
る
こ
と
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
に
は
、

時
々
立
ち
止
ま
っ
て
自
ら
を
ふ
り
返
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

健
康
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
あ
た

り
前
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
た
び
病

気
に
な
る
と
、
健
康
で
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

食
事
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
て
、
痛
い
こ
と
も
な
く
、

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
、
こ
ん
な
あ
た
り
前
の
生
活
が
一
変
し
、

痛
い
、
苦
し
い
、
辛
い
と
な
ら
な
い
た
め
に
、
自
身
の
習

慣
、
あ
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合
よ
り
、
健

康
診
断
を
受
診
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

病
気
で
あ
れ
ば
必
ず
自
覚
症
状
が
出
る
と
す
れ
ば
、
健

康
診
断
を
受
け
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
思
い

ま
す
。
病
気
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
自
覚
症
状
が

出
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
く
な
り
、
動
脈
硬
化
が
始
ま
っ
た
ら
す

ぐ
に
症
状
が
出
る
の
で
あ
れ
ば
、
症
状
の
有
無
を
頼
り
に
、

健
康
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る
で
し
ょ
う
。
人
の
身
体
は
、

あ
る
意
味
良
く
出
来
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
病
気
に
な
っ
て

も
す
ぐ
に
症
状
が
出
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
あ
る
日

突
然
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
た
と
し
て
、
そ
こ
に
至
る
に
は

長
年
喫
煙
を
し
て
い
た
と
か
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
い
の
に
放
置
し
て
い
た
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
関
連
し

て
い
ま
す
。
私
が
専
門
と
し
て
い
る
肝
臓
病
で
も
、
沈
黙

の
臓
器
で
あ
る
肝
臓
が
悲
鳴
を
あ
げ
、
症
状
が
出
る
よ
う

に
な
る
の
に
一
般
的
に
は
十
年
、
二
十
年
と
か
か
り
ま
す
。

　

健
康
で
あ
る
こ
と
が
あ
た
り
前
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

な
お
さ
ら
年
に
一
回
は
、
自
ら
立
ち
止
ま
り
、
あ
た
り
前

で
あ
る
こ
と
に
向
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
健
康
診
断

を
受
け
、
そ
の
結
果
を
正
確
に
解
釈
す
る
こ
と
で
、
健
康

と
い
う
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
周
り
に
は
、
医
師
や
保
健
師
と
い
っ
た
健

康
の
プ
ロ
が
い
ま
す
。
自
ら
の
健
康
を
真
に
あ
た
り
前
の

こ
と
と
位
置
付
け
る
た
め
に
も
、
ま
ず
し
っ
か
り
と
健
康

診
断
を
受
け
、
健
康
の
プ
ロ
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
　

公
益
社
団
法
人

　
　
　
　

日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

智
文
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　4月24日現在 1,200円

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 472 368 686,880 318,600 548,030 -35,802
乳牛・ホル初妊ET 25 23 855,360 500,040 719,562 28,113
乳牛・ホ無　初妊 6 6 524,880 453,600 489,600 8,730
乳牛・ホル　経産牛
その他の乳用種 2 1 382,320 382,320 382,320
合　　　　計 505 398 855,360 318,600 556,645 -33,516

市 場 情 報

生 乳 販 売 情 報
平成26年度3月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　3月13日開催分 税込み

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数 4月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭���数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,418 -35
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 3,872 -96
そ の 他 の 未 経 産 35 1

計 7,325 -130
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,664 4
そ の 他 の 経 産 牛 34 1

計 10,698 5
合　　　　　　　計 18,023 -125

肉　　用　　種（区分） 頭���数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス 517 -10
黒 毛 和 種　 オ ス 60 -4

計 577 -14
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 95 1
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 58 -12

計 153 -11
合　　　　　　　計 730 -25
総　　　合　　　計 18,753 -150

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 533 522 710,640 166,320 551,379 12,414
肉牛・黒毛　メスET 190 183 871,560 379,080 607,774 10,747
肉牛・黒毛　メス計 723 705 871,560 166,320 566,018 13,726
肉牛・黒毛　オス
肉牛・黒毛　去勢 709 698 910,440 190,080 661,231 16,970
肉牛・黒毛　去勢ET 208 204 920,160 320,760 693,371 19,980
肉牛・黒毛　去勢計 917 902 920,160 19,080 668,500 17,494
肉素・肉専用種　去勢 1 1 546,480 546,480 546,480 42,120
繁 殖 ・ 黒 毛 51 51 1,412,640 387,720 603,953 -5,983
繁殖・乳用交雑種
廃 用 ・ 黒 毛 81 81 543,240 132,840 309,640 -54,518
廃 用肉専用種 3 3 332,640 282,960 315,720

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,299,757 102.1 97,161,806 99.5 138
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,560,549 102.4 122,553,126 97.6 174
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,272,984 103.1 83,335,966 99.3 149
Ｊ Ａ 中 春 別 9,888,790 102.7 115,024,170 100.2 173

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,592,261 97.3 91,960,883 96.6 154
上 春 別 支 所 5,285,021 103.1 61,448,214 98.3 78
別 海 本 所 13,224,781 100.3 160,529,785 98.2 255
根 室 支 所 3,970,477 103.1 47,623,843 99.3 88
小　　　　計 30,072,540 100.3 361,562,725 97.9 575

合　　　　　計 66,094,620 101.5 779,637,793 98.6 1,208

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
初生・ホル　オス 190 189 92,880 1,080 50,834 7,399
初生・ホル　ﾌﾘｰﾏﾁﾝ 6 6 19,440 3,240 9,720 8,100
初生・ホル　メス 17 17 264,600 83,160 206,979 62,619
初生・F1　オス 105 105 236,520 86,400 187,128 23,513
初生・F1　メス 90 90 192,240 62,640 140,376 20,428
初生・和牛　オス 11 11 479,520 333,720 413,542 92,444
初生・和牛　メス 7 7 479,520 231,120 349,611 44,943
初生・肉専用種　メス
初生・肉専用種　オス
初生・その他　オス 1 1 8,640 8,640 8,640 -3,780
初生・その他　メス 1 1 78,840 78,840 78,840
乳牛・ホル　育成 6 6 361,800 189,000 295,560 119,655
乳牛・ホル無登録育成
乳牛・ホル　初妊 17 13 497,880 383,400 463,569 34,269
乳牛・ホ無　初妊牛 1 1 393,120 393,120 393,120
乳牛・ホル　経産 196 195 528,120 65,880 241,294 -6,566
乳 牛 他 乳 用 種
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス 1 1 200,880 200,880 200,880
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス 5 5 230,040 159,840 204,768
肉素・ホル中ﾄｸ　メス 1 1 104,760 104,760 104,760 93,960
肉素・ホル中ﾄｸ　ﾇｷ 1 1 108,000 108,000 108,000 39,960
肉素・ホル中ﾄｸ　オス 5 5 36,720 10,800 22,680 1,080
肉素・ﾎﾙ12ヶ月以上メス 6 6 272,160 43,200 175,680 -17,640
肉素・黒毛和種オス 1 1 498,960 498,960 498,960
肉素・黒毛和種メス
肉素・黒毛和種ﾇｷ
廃　用・その他 1 1 119,880 119,880 119,880
廃　用・ホ　ル 137 137 302,400 32,400 154,133 6,243
廃用・黒毛和種 2 2 351,000 158,760 254,880 -125,280
繁 殖 黒 毛 和 種

ホクレン根室家畜市場 一般市場　4月1日開催分 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール） 3月19日開催分  税込み
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６
月
中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
１
番
草

の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
な
く
収
穫
作
業
を
行
う
た
め
に
、

ま
だ
先
の
こ
と
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
早
め
の
準
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
時
に
は
、

①　

資
材
の
調
達

・
被
覆
資
材
や
添
加
剤
な
ど
の
準
備

②　

サ
イ
レ
ー
ジ
貯
蔵
場
所
の
準
備

・
サ
イ
ロ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
整
備

・
ス
タ
ッ
ク
サ
イ
ロ
の
床
面
の
整
地

・
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
の
清
掃
・
殺
菌

③　

収
穫
・
調
製
機
械
の
整
備

　

（
個
人
収
穫
の
場
合
）

・
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・�

所
有
者
、
作
業
者
に
よ
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス

　

等
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　

今
回
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
た
後
に
、
所
有

者
、
作
業
者
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
基
本
的
な
整
備
作
業
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

１�　

回
転
部
・
可
動
部
へ
の
グ
リ
ス

や
オ
イ
ル
注
入
・
交
換

　

農
作
業
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
基

本
は
、
回
転
部
・
可
動
部
へ
の
グ

リ
ス
や
オ
イ
ル
注
入
・
交
換
で
す
。

特
に
、
モ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、

テ
ッ
タ
ー
、
レ
ー
キ
な
ど
、
収
穫
に

４　

使
用
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

オ
イ
ル
が
自
動
で
注
入
さ
れ
な

い
タ
イ
プ
の
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー
の

チ
ェ
ー
ン
は
、
使
用
後
に
オ
イ
ル
を

差
し
て
か
ら
保
管
し
ま
す
。
こ
う
す

る
と
、
保
管
中
の
さ
び
の
発
生
が
抑

制
さ
れ
、
チ
ェ
ー
ン
が
長
持
ち
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ワ
ン
マ
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

な
ど
で
ギ
酸
を
使
っ
て
い
る
場
合
、

シ
リ
ン
ダ
ー
内
に
ギ
酸
が
入
り
込
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
（
写
真
１
）。
使

使
用
す
る
機
械
類
は
、
高
速
で
回
転

す
る
場
所
が
多
く
、
基
本
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
作
業
が
よ
り
重
要
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
モ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

の
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
の
オ
イ
ル
交
換
は
、

少
な
く
と
も
年
に
１
回
は
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

最
近
の
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー
は
、

チ
ェ
ー
ン
に
自
動
で
オ
イ
ル
が
注
入

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
10
年
以
上
前

の
機
械
で
は
、
自
動
注
入
機
能
が
な

い
場
合
も
あ
る
の
で
、
毎
日
オ
イ
ル

を
差
し
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま
す
。

２�　

ベ
ル
ト
、
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
緩

み
確
認

　

ベ
ル
ト
や
チ
ェ
ー
ン
の
緩
み
は
、

通
常
と
異
な
る
作
業
音
の
発
生
や
、

機
械
へ
の
負
荷
増
大
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
使
用
し
続
け
る
と
大
き
な

故
障
に
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、

早
め
に
メ
ー
カ
ー
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

３�　

モ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
刃
の
研
磨

　

収
穫
作
業
中
は
、
１
日
に
１
回
は

刃
を
研
磨
し
ま
す
。
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

の
刃
を
研
磨
し
な
い
と
牧
草
の
切
断

面
が
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

機
械
へ
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

の
作
業
油
が
入
っ
て
い
る
か
？
ロ
ー

ダ
ー
の
油
圧
ホ
ー
ス
が
劣
化
し
て
い

な
い
か
？
ロ
ー
ダ
ー
の
ア
ー
ム
の
ピ

ン
（
写
真
２
）
に
グ
リ
ス
を
注
入
し

た
か
？
バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
に
グ
リ

ス
を
注
入
し
た
か
？
な
ど
日
常
的
に

使
う
機
械
類
の
確
認
も
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

　

収
穫
作
業
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ

ま
す
。
せ
っ
か
く
の
晴
れ
も
、
準
備

不
足
や
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
で
半
日
作

業
が
停
ま
っ
た
…
と
な
ら
な
い
た
め

に
、
早
め
の
チ
ェ
ッ
ク
と
日
々
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
忙
し
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

安
全
確
認
を
徹
底
し
、
農
作
業
事
故

の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

用
後
は
良
く
洗
浄
し
た
後
、
オ
イ
ル

を
差
し
て
保
管
し
ま
す
。

５　

そ
の
他

　

直
接
収
穫
に
使
用
し
な
い
作
業
機

も
故
障
す
る
と
収
穫
作
業
に
影
響
し

ま
す
。
例
え
ば
、
ロ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

～収穫時のトラブルを回避するために～

作業機械のメンテナンス

写真１　ワンマンハーベスターのギ酸噴出口
洗浄せずに保管すると、さびる事がある。

 

 
ギ酸噴出口ギ酸噴出口

ギ酸タンクギ酸タンク

シリンダーシリンダー

写真２
ローダーの
アームのピン（一部）

アームの内側からグリスを
注入。
簡単な作業なので、まめに
実施してほしい。
（メーカーメカニック談）
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クロスワードパズル【タテのカギ】 【ヨコのカギ】

クロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する

答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼﾝﾄを組織広報係でお受け取り下さい。

17

■春は身も心も明るく
　春物の服を買って気分ルンルン♪

（計根別みっくるさん）
■シカ飛び出し注意
　全然逃げない…
　　（職員Ｃさん）

■モアン山の雪崩
　スノーモービル中に
　撮影（大成Ｓさん）

１　 香水より軽い香りのオー

ド・○○○

２　ゴルフ場のグリーン

３　 ４ＷＤは○○○○駆動車の

こと

４　 とても小さくて臆病な○○

の心臓

６　相撲で行司が使うもの

８　 天照大神を祀った三重県の

○○神宮

10　 ○○が転んでもおかしいお

年ごろ

12　昔から両成敗です

13　 比喩的に、もめごとやごた

ごたのこと

14　舌であじわううまみ

17　 こはぜで合わせ目を留めて

履く

18　アメリカ航空宇宙局

20　 お椀の舟に乗った一○○法

師

１　 自分の意見を新聞に送りま

す

４　 ○○から手が出るほど欲し

いもの

５　 四月、テレビも新○○○○

がスタート

７　 起立、気をつけをして、お

辞儀

９　 ○○と、きりっとひきし

まった様子

11　 世の中の出来事について気

のおけない雑談

15　 言外に含蓄のある○○深長

な言葉

16　 ふりがなは、ひらがなかこ

れで

19　酒○○で作る甘酒

21　 不審に思うときは、かしげ

ます

22　一番前の○○○○列

◦�正解者５名の方にすてきなプレゼﾝﾄを
さしあげます。なお、正解者多数の場合
は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所入
り口に設置している投書箱へ。または、組
織広報係までＦＡＸ（78-2048）お願いし
ます。
《締め切り》平成27年５月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

Ｃ

Ｂ

A

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

1 2 3 4

5 6

9 10

11 12 13

14 15

16 17 18 19 20

7 8

21 22

5

Ａ Ｅ Ｆ ＨＧＢ Ｃ Ｄ

クロスワードパズル
３月号の答え ソツギョウリョコウ

大友　美穂さん　武田　千代さん　小林　　孝さん
斉藤　長市さん　山下　優美さん

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～
新コーナー

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッ
ターチャンスなどを募集しています！営農企画課ま
でメールするか事務所玄関の投書箱への投稿お待ち
しております！
 einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp
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搾乳システムを整備し増産を目指そう�
ミ
ル
カ
ー
管
理
講
習
会

　

ホ
ク
レ
ン
酪
農
技
術
顧
問

　

菊
地　

実
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、
４
月
11
日
に
総
勢

36
名
が
参
加
し
搾
乳
機
器
の

管
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ミ
ル
カ
―
の
点
検
に
つ
い

て
、
点
検
は
行
っ
て
も
整
備

修
繕
が
行
わ
れ
ず
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
更
に
状
況
を
悪
く

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

尚
且
つ
指
摘
箇
所
の
数
だ
け

　

平
成
25
年
度
及
び
26
年
度
と
実
施
し
て
参
り
ま
し

た
支
援
事
業
を
今
年
度
も
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

搾
乳
機
器
の
整
備
不
良
や
能
力
不
足
が
及
ぼ
す
悪

影
響
に
は
乳
房
炎
の
発
生
に
係
る
乳
頭
障
害
や
個
体

本
来
の
産
乳
能
力
が
抑
制
さ
れ
る
な
ど
飼
養
管
理
者

の
技
量
や
衛
生
環
境
な
ど
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

先
ず
は
泌
乳
最
盛
期
の
個
体
か
ら
射
乳
さ
れ
る
日

量
30
㎏
～
40
㎏
の
乳
量
を
５
分
か
ら
７
分
以
内
で
貯

乳
出
来
る
搾
乳
シ
ス
テ
ム
に
整
備
し
増
産
と
増
収
を

目
指
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
支
援
は
搾
乳
真
空
圧
の
安
定
に
特
化
し

た
改
善
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
30
万
円
か

ら
半
額
（
最
大
１
０
０
万
円
ま
で
）
を
助
成
と
し
て

支
援
致
し
ま
す
。

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
お
い
て
も
搾
乳
機
器
の

修
繕
に
対
す
る
支
援
も
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
内

容
は
今
後
の
お
知
ら
せ
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会

に
も
う
一
度
点
検
結
果
に
注
意
を
頂
き
個
体
の
能
力

が
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
努
め

て
頂
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

申
込
み
要
領
の
詳
細
は
近
日
中
に
改
め
て
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
《
販
売
部�

生
乳
販
売
課
》

体
細
胞
数
で
基
準
外
の
発
生

も
起
こ
っ
て
い
る
事
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

搾
乳
シ
ス
テ
ム
改
善
支
援
事
業
に
つ
い
て


